
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 
『 真夏の一秒 』 

                                     校長 石井 謙次  
 

 若い世代の間では、小説も漫画をはじめとしたメディアもタイムリープものか異世界転生ものが多く

を占めている。異世界転生モノとは、主人公が事故などによって命を落としたり意識を失ったりして、

気がつくと自分の暮らす世界とは全く異なる場所で、今まで思いもしなかった立場に置かれているよう

なストーリーである。例えば龍が跋扈
ば っ こ

し、魔法と剣で生き抜くような世界に勇者として生まれ変わると

いったような。一方、タイムリープものは、直面する場面を受け入れられずにいたところ、過去のある

時点に戻ってしまい、やがてくる結果に向けて改善を試みるけれどやはり結果は同じになってしまい、

何度も苦悩しながら過去をやり直すといったストーリーである。どちらも若者の置かれた現在の日本

が、あまりにも堅苦しく行き詰まった社会になっていることの表れでないかと思うと、社会の中心とな

っている世代の自分としては申し訳ないような、いたたまれない気持ちになってしまう。でも、若者た

ちよ、こんな私にだって戻りたい過去の一点も生まれ変わりたい世界への憧憬もあるのだ。しかしな

お、それを上回る時間の大いなる流れの尊さも同時に知っている。 

 今年の夏もまたいつものように暑かった。あんなに待ち焦がれた梅雨明けだったけれど、７月の２週

目ころから８月の終わりまで雨の降ったのはわずか。植物も昆虫も暑さに疲れ、校庭は乾いた砂と陽炎

に揺れていた。６月末の校庭整備のあと、気まぐれに１００mのゴールにへばりついていたイシクラゲ

を草掻きで剥がしたのがきっかけだった。１時間もすると面白いようにそれは剥がれ、三原中本来の白

い地面がのぞいてきた。水を含むと膨らんで海藻のようになるイシクラゲは乾くと地面を覆う膜のよう

になり、降ってきた雨が地面に染み込むのを遮る。いつまでも校庭にとどまる雨水は、さらにイシクラ

ゲを増殖させてしまう。秋の記録会に向けてこのイシクラゲをなんとかしなければ校庭整備もへったく

れもない。梅雨明けを待ってイシクラゲを剥がしに剥がしまくった。そうしてみるといろんなことがわ

かってきた。乾いたイシクラゲの塊は岩のように固くなって剥がせないこと。イシクラゲとラインの石

灰、そして砂が何年にもわたってローラーで圧迫されたため、厚さ１cm以上のカーペットのような層が

校庭を覆っていること。地面に穴を開けても坂上特有の粘土の層によって水が染みにくいこと等々。何

人もの人にイシクラゲの駆逐や土壌改良の助言をもらった。八丈町や事業所の方に砂の補充での支援も

していただいた。それでもイシクラゲはなくならなかった。作戦を変えて水が校庭から排水されるよう

に水路を作るようにしてみた。三原中の校庭は周囲が芝生に囲まれているのと、校庭の中心よりも外側

の砂が高くなっているために池のようになってしまう。いくらかバックネットに向けて傾斜が低くなっ

ているので、そこから校庭周囲の U字溝に流れるように芝生を刈り取り、さらに低く掘り下げた。芝の

根は強く絡まり、砂は重い。熱中症のリスクを避けて１日２時間に作業を制限したため思ったように進

まない。校庭は乾いた砂と陽炎に揺れていた。新学期に入り、雨が降るようになると、削った地面の凹

凸を確認したり、流れの悪そうな部分の修正をしたりした。記録会まで間に合うのか？本当にこれで正

解なのか？教わったことでも経験したことでもないので自信などなかった。記録会の１週間ほど前から

はあんなに夏には乾いていたのに強い雨の降る日が続いた。以前の三原中の校庭ならば、雨が止んでも

２日は足を踏み入れることはできない。校庭整備は絶望的だっただろう。しかし、雨の翌朝、効果を確

かめに行ってみると水は轟轟と音を立ててバックネット横の水路を流れ U字溝へ排水している。５分の

雨なら２時間後、１０分の雨なら３時間後には回復し、整備ができることがわかった。記録会前日の夜

半の雨にはさすがに不安になったが、当日の朝５時に恐る恐る出勤すると、平気な顔をして待っている

強靭な校庭がそこにあった。記録会本番、御存知のとおり奇跡的に中之郷だけは夕方まで雨に降られる
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ことはなかった。生徒はみな努力してきた成果を発揮し、青ヶ島の仲間たちと交流を果たした。大会新

記録も二つ樹立し、その達成の瞬間に会場にいたみんなで感動と喜びを共有することができた。私はと

いうと１５分毎に天気予報の雨雲レーダーを確認してハラハラしていたけれど。 

 あの暑い一日の作業の一つを怠ったら、翌日は予定通りに進まなかったかもしれない。その日に進ま

なかったことがさらに翌日積み残されたことだろう。時の一秒は眼の前の水路の水の雫の一滴のように

次々と集まり、音を立てて流れている。流れは強く、決して戻らない。だからこそ今この瞬間に対して

注意深く、かつ勇気をもって向き合わなくてはならない。校庭は乾いた砂と陽炎に揺れていた。あの真

夏の一秒が今とつながっていることを強く感じている。 

 

 

９月１２日（木）に、交流給食を実施しました。 

交流給食は学級委員会の企画で、以前は月に１回 

程度だったのを２回程度に増やして行っています。実施時期によって、行事や部

活動の大会等の話題を想定してグループ分けをしています。今回は運動会の紅組

と白組でまとまって食べました。普段とは違ったメンバーでの新鮮な雰囲気を味

わい、和やかに会食を楽しんでいました。運動会では、団長のもと一致団結して

演技に取り組む姿が見られるでしょうか？乞うご期待！   

 【学級委員会担当】 
 

 

 

９月１７日（火）午後６時から１時間の予定で校庭に縁台を出し、

おはぎと月見団子、それからススキを飾ってお月見をしました。小雨

がぱらつきましたが、およそ１００名以上もの方々が集まりました。  

校庭に出る昇降口を舞台にして寄せ太鼓から始まり、保護者の歌や

卒業生の太鼓などの出し物を楽しんだり、マイムマイムを踊ったり、

天体望遠鏡で月面を観察したり思い思いに過ごしました。最後は三原

中生の「島に生まれて」で幕を閉じました。 

 【学校長】 

 

 

            ９月２６日（木）の６時間目に、生徒会役員選挙が行われました。 

今年度は２年生から会長、１年生から副会長と書記に立候補がありました。  

選挙の運営から投票まですべて生徒たちだけで行い、それぞれ立派に役目を果 

たしてくれました。最後に選挙管理委員長の原多聞さんがテンセグリティ構造 

の模型を手に、国民が国を支え、三権分立によってバランスが保たれていること 

をわかりやすく説明してくれて会場は大きな拍手と感動に包まれました。 

選挙管理委員のみなさん、大変お疲れ様でした。そして、立候補者の皆さん、 

信任おめでとう！これからの活躍に期待しています。 

【生徒会担当：】 
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１０月５日（土）に、本校で陸上競技記録会が行われました。前日までの天候不順により、グラウンド

状態が心配されましたが、本番当日は見事な秋晴れとなり、素晴らしいコンディションで開催することが

できました。 

素晴らしい選手宣誓で始まった記録会、一人一人が全力で競技に取り組む姿に感動をもらいました。結

果が伴わない選手もいたことと思います。しかし、大会本番に向けて取り組んできた「学び」や「努力」

は、決して無駄にはなりません。ぜひとも今後の学校生活に生かしていってほしいと思います。 

 記録会を本校で開催するにあたっては、事前の芝生ボランティア・校庭整備や当日の運営面に至るま

で、保護者、地域の方々にはたくさんのご理解とご協力を賜りました。感謝申し上げます。 

【保健体育科】 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6４回 八丈管内中学校陸上競技記録会 

100ｍ走 

1500ｍ走 

開会式 

走幅跳び 

選手宣誓 

私たちは、記念すべき八丈町町制施行７０周年記念第６４回八丈管内中学校陸上競技記録会 

において、これまでの学習で取り組んできたことを十分に発揮しながら、それぞれの競技を美しく、 

楽しく取り組める記録会にすることを誓います。 

令和６年 １０月５日  

                      選手代表    

800ｍ走 

走高跳び 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１１月の主な行事予定＞  

日 月 火 水 木 金 土 

10月 27日 
 

28 日 
朝のつどい 

29 日 
 

30 日 
 

31 日 
 

11 月１日ＳＣ 
試験範囲表配布 

2日 
東京都教育の日 

3日 
文化の日 

4日 
振替休日 

5日 
朝礼(壮行会) 
安全指導 
抽出面談(3 年)始 

6日 
心の教育 
職員会議 
社協学習教室 

7日 
避難訓練 

8日ＳＣ 
抽出面談(3 年)終 
都駅伝出発 

9日 
東京都中学校駅
伝競走大会 
 

10日 
英検 2次 

11日 
期末考査１週間前
学校評価アンケート 
⑥ＤＣ教育 

12日  
 
 

13日 
町教研一斉部会 

14日 
 

15日ＳＣ 
模擬裁判(3年) 

16日 
島しょＰ連 

17日 
 

18日 
期末考査 

19日  
期末考査 
専門委員会 

20  
特別支援研修 

21日 
 

22日ＳＣ 
 

23日 
勤労感謝の日 
樫立庁祭り 

24日 
スピーキングテスト
(3 年：八丈高校） 

25日 
朝のつどい 
 

26日  
 

27日 
職場体験(2 年)始 

28日 
 

29日ＳＣ 
職場体験(2 年)終 

30日 
 

  ＳＣ：スクールカウンセラーの勤務日   
 
 
 
 
 
 
 

お子様の様子が気になるときはいつでも学校へご相談ください。（学校７－００５７） 

〈学校以外の相談窓口〉 

☆八丈町教育相談室(2-0591)  

☆東京都いじめ相談ホットライン(03-5331-8288) 

☆東京都教育相談センター(03-3360-8008)    

☆東京都児童相センター(03-3202-4152) 

   

１・2年男子 1位 
 1m25cm 

２年女子１位 
   15”４ 

100m 走 

走高跳 

走幅跳 

2年女子１位 
    3ｍ44cm 
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３年男子 1位 
 1m50cm 


